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<家庭生活について> 

２ 「夫は外で働き、 妻は家庭を守るべき」という考え方 

“賛成”（「賛成」＋ 「どちらかといえば賛成」以下同じ）と回答した人の割合（34.5％）より、“反対”
（「どちらかといえば反対」＋「反対」）と答えた人の割合（63.9％）の方が高くなっている。 
 
【性別】 

性別に見ると、“反対”と回答した人の割合は、男性(58.8%)より女性(67.6%)の方が高くなっている。 

【年齢別】 
年齢別に見ると、“反対”と回答した人の割合は、10 歳代(77.6%)で最も高く、次いで 20 歳代(67.6%)、

40 歳代（67.3％）の順となっている。 
 

図２－１ 「夫は外で働き、 妻は家庭を守るべき」という考え方 

【総数、性別、年齢別】 
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【他調査との比較】 

 令和 4 年全国調査と比較すると、“反対”と回答した人の割合は低くなっている。 
なお、「わからない」については、本調査・令和４年全国調査では項目がなかった。 

 

図２-２ 「夫は外で働き、 妻は家庭を守るべき」という考え方 

【他調査との比較】 
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「“賛成”と回答した理由」 

 “賛成”と回答した人にその理由を尋ねると、「家事、育児、介護と両立しながら、妻が働き続けること
は大変だと思うから」と回答した人の割合が 59.4％と最も高く、次いで「妻が家庭を守ったほうが、子
供の成長などにとって良いと思うから」（48.4％）、「夫が外で働いた方が、多くの収入を得られると思う
から」（39.2％）の順となっている。 
 
【性別】 

性別に見ると、「家事、育児、介護と両立しながら、妻が働き続けることは大変だと思うから」「夫が外
で働いた方が、多くの収入を得られると思うから」と回答した人の割合は、女性の方が高くなっている。
一方、「妻が家庭を守った方が、子供の成長などにとって良いと思うから」と回答した人の割合は、男性
の方が高くなっている。 
 

図２－３ 「夫は外で働き、 妻は家庭を守るべき」という考え方に“賛成”の理由 

【総数、性別】 
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【他調査との比較】 

令和４年全国調査と比較すると、「家事、育児、介護と両立しながら、妻が働き続けることは大変だと
思うから」、「夫が外で働いた方が、多くの収入を得られると思うから」、「日本の伝統的な家族の在り方
だと思うから」、「自分の両親も役割分担していたから」と回答した人の割合は、いずれも高くなってい
る。 

 

図２-４ 「夫は外で働き、 妻は家庭を守るべき」という考え方に“賛成”の理由 

【他調査との比較】 
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「“反対”と回答した理由」 

 “反対”と回答した人にその理由を尋ねると、「家事、育児、介護は妻だけの役割ではないから」（68.2％）、
「固定的な夫と妻の役割分担の意識を押しつけるべきではないから」（66.7％）と回答した人の割合が高
くなっている。 
 

【性別】 

 性別に見ると、「家事、育児、介護は妻だけの役割ではないから」、「固定的な夫と妻の役割分担の意識
を押し付けるべきではないから」、「夫も妻も働いた方が、多くの収入を得られると思うから」と回答し
た人の割合は、女性の方が高くなっている。一方、「妻が働いて能力を発揮した方が、個人や社会にとっ
て良いと思うから」、「男女平等に反すると思うから」、「自分の両親も外で働いていたから」と回答した
人の割合は、男性の方が高くなっている。 
 

図２－５ 「夫は外で働き、 妻は家庭を守るべき」という考え方に“反対”の理由 
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【他調査との比較】 

令和４年全国調査と比較すると、「固定的な夫と妻の役割分担の意識を押しつけるべきではないから」、
「夫も妻も働いた方が、多くの収入が得られると思うから」、「男女平等に反すると思うから」、「妻が働
いて能力を発揮した方が、個人や社会にとって良いと思うから」と回答した人の割合は、いずれも低く
なっている。 

なお、「家事、育児、介護は妻だけの役割ではないから」については、全国調査では項目がなかった。 
 

図２-６ 「夫は外で働き、 妻は家庭を守るべき」という考え方に“反対”の理由 
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３ 家事の分担 

 現在結婚している人（パートナーと暮らしている人）に聞いたところ、8 つの項目について「妻」と
回答した人の割合は、「食事のしたく」（77.7％）と答えた人が最も高く、次いで「洗濯」（65.9％）、「掃
除」（57.5％）の順となっている。しかし、「介護」については、「夫婦」と回答した人の割合が高くなっ
ている。 
 

図３-１ 家事の分担 

【項目別】 
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Ａ 「食事のしたく」 

 「妻」と回答した人の割合は 77.7％と高くなっている。また、「夫婦」と回答した人の割合は 14.2％、
「夫」と回答した人の割合は 3.7％、「家族全員」と回答した人の割合は 2.5％と低くなっている。 
 

【性別】 

 性別に見ると、「妻」と回答した人の割合は、男性より女性の方が高くなっている。また、「夫婦」と
回答した人の割合は、女性より男性の方が高くなっている。 
 

 

図３-２ 家事の分担（Ａ 食事のしたく） 

【総数、性別】 
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Ｂ 「食事の後かたづけ・食器洗い」 

 「妻」と回答した人の割合は 55.7％と高くなっている。また、「夫婦」と回答した人の割合は 23.7％、
「夫」と回答した人の割合は 12.3％、「家族全員」と回答した人の割合は 6.3％と低くなっている。 
 

【性別】 

 性別に見ると、「妻」と回答した人の割合は、男性より女性の方が高くなっている。また、「夫婦」と
回答した人の割合は、女性より男性の方が高くなっている。 
 

図３-３ 家事の分担（Ｂ 食事の後かたづけ・食器洗い） 
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Ｃ 「掃除」 

 「妻」と回答した人の割合は 57.5％と高くなっている。また、「夫婦」と回答した人の割合は 29.4％、
「夫」と回答した人の割合は 5.8％、「家族全員」と回答した人の割合は 5.9％と低くなっている。 
 

【性別】 

 性別に見ると、「妻」と回答した人の割合は、男性より女性の方が高くなっている。また、「夫婦」と
回答した人の割合は、女性より男性の方が高くなっている。 
 

図３-４ 家事の分担（Ｃ 掃除） 

【総数、性別】 
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Ｄ 「洗濯」 

 「妻」と回答した人の割合は 65.9％と高くなっている。また、「夫婦」と回答した人の割合は
21.3％、「夫」と回答した人の割合は 6.8％、「家族全員」と回答した人の割合は 3.8％と低くなってい
る。 
 
【性別】 

 性別に見ると、「妻」と回答した人の割合は、男性より女性の方が高くなっている。また、「夫婦」と
回答した人の割合は、女性より男性の方が高くなっている。 
 

図３-５ 家事の分担（Ｄ 洗濯） 

【総数、性別】 
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Ｅ 「買い物」 

 「妻」と回答した人の割合は 52.8％と高くなっている。また、「夫婦」と回答した人の割合は
36.3％、「家族全員」と回答した人の割合は 5.1％、「夫」と回答した人の割合は 4.2％と低くなってい
る。 
 

【性別】 

 性別に見ると、「妻」と回答した人の割合は、男性より女性の方が高くなっている。また、「夫婦」と
回答した人の割合は、女性より男性の方が高くなっている。 
 

図３-６ 家事の分担（Ｅ 買い物） 

【総数、性別】 
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３章 調査結果の分析 

県-31 

 

Ｆ 子育て（子どもの世話・しつけ・教育など） 

「妻」と回答した人の割合は 43.5％と高くなっている。また、「夫婦」と回答した人の割合は 41.4％、
「家族全員」と回答した人の割合は 4.7％、「夫」と回答した人の割合は 1.7％と低くなっている。 
 
【性別】 

 性別に見ると、女性では「妻」と回答した人の割合が最も高く、男性では「夫婦」と回答した人の割
合が最も高くなっている。 

 
図３-７ 家事の分担（Ｆ 子どもの世話・しつけ・教育など） 

【総数、性別】 

 

43.5

49.1

36.0

41.4

34.7

50.4

4.7

4.1

5.5

1.7

1.6

1.7

1.2

1.0

1.4

7.5

9.4

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=848)

女性(N=487)

男性(N=361)

妻 夫婦 家族全員 夫 その他の人 無回答

8.3 8.3 58.3 8.3 8.3 8.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

答えたくない、わからない、
その他(N=12)

自分 配偶者 夫婦 家族全員 その他の人 無回答

【参考】 



３章 調査結果の分析 

県-32 

 

Ｇ 介護（介護の必要な親の世話・病人の介護など） 

「夫婦」と回答した人の割合は 32.1％と高くなっている。また、「妻」と回答した人の割合は 30.3％、
「家族全員」と回答した人の割合は 7. 1％、「夫」と回答した人の割合は 5.0％と低くなっている。 
 
【性別】 

 性別に見ると、女性では「妻」と回答した人の割合が最も高く、男性では「夫婦」と回答した人の割
合が最も高くなっている。 
 

図３-８ 家事の分担（Ｇ 介護の必要な親の世話・病人の介護など） 

【総数、性別】 
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３章 調査結果の分析 

県-33 

 

Ｈ 家計の管理 

 「妻」と回答した人の割合は 54.0％と高くなっている。また、「夫婦」と回答した人の割合は 24.9％、
「夫」と回答した人の割合は 17.5％、「家族全員」と回答した人の割合は 2.2％と低くなっている。 
 
【性別】 

 性別に見ると、「妻」と回答した人の割合は、男性より女性の方が高くなっている。また、「夫婦」と
回答した人の割合は、女性より男性の方が高くなっている。 
 

図３-９ 家事の分担（Ｈ 家計の管理） 

【総数、性別】 
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